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・

かつて東京の路面を、文字通りに縦横無尽に走っていた「都電」も、現在は「荒川線」１系統のみです。首都

東京に都電が１系統だけでも残っているのは奇跡なのですが、残ったのには理由があります。そのほとんどが併

用軌道（路面）ではなく、独立軌道だったからです。つまり現在の都電荒川線は、大部分が普通の私鉄電車と同

じように専用の軌道を走っていて、ところどころ「踏切」すら存在します。

その都電荒川線の中でも、「飛鳥山停留所」から「王子駅前停留所」までの一区間だけは完全な併用軌道で、

現在でも電車と自動車が一緒に走っています。他にも「併用軌道っぽい箇所」は何か所かありますが、誰が見て

も「路面電車ですね」と思うのは、東京ではここだけです。その併用軌道区間に「音無橋交差点（おとなしばし

こうさてん）」という大きな交差点があります。田端側から見て、都電が通る王子駅方面へ右に下る幹線と、十

条・赤羽方面へ左に折れる道の交差点です。この交差点に「超レアな信号機」が存在します。

写真では赤信号ですが、 ↗ （緑矢印）が点灯しています。これは「王子駅方面の車両は通行可」を意味し、

これだけなら珍しくも何ともありません。しかしもう一つ、見慣れない ↗ （黄色矢印）が点灯しています。

函館や宇都宮ではごく普通ですが、東京ではまず見かけない信号灯火なので、初めて通ったドライバーは「何こ

れ～～！」と思うでしょう。実はこれは「路面電車専用信号」の表示なのです。数は少ないものの、都電でも併

用軌道や大きな交差点の前後で何か所か見ることができます。しかしそのほとんどは、 ↑ （都電直進可）

→ （都電右折可） ← （都電左折可）で、 ↗ （都電右斜め右折可）は、恐らく東京でこの１灯だけだ

と思います。ほかにも見つけたら教えてください！すぐ見に行きます！

（2025年 11月上旬／北区王子、滝野川・音無橋交差点）


